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 要  旨 
日本医療機能評価機構の医療事故情報収集等事業平成 22年年報によると，平成 22年の 1年間
に 2182件の医療事故が報告された．そのうち 28％が，確認を怠ったことで事故を防止できなか
ったと報告されている．医療現場では，このような事故の未然防止を目的としたダブルチェック
が取り入れられているが，ダブルチェックの方法は現場により様々で，標準化が求められている．
また，医療現場では，作業の違いや場面・時間帯による様々な状況があるため，各作業内容や状
況に適したダブルチェック手法を明らかにする必要がある． 
本研究では，医療現場でミスが起きやすい与薬の準備作業と重篤事故に繋がりやすい点滴装置
の設定作業に焦点を当て，各作業に適したダブルチェック手法を検討することを目的とした．こ
の検討にあたっては，限られた労力や中断が頻発する状況など，医療現場特有の問題を重視した． 
はじめに，ダブルチェックの定義を明確にし，ダブルチェックを構成する要素の利点・欠点を
整理した．その上で，医療現場での作業を模した実験室実験を実施し，各作業に適したダブルチ
ェック手法を考察した．実験では，現場で取り入れられている手法やより高い効果が期待される
手法を対象に，作業精度と所要時間の観点から，手法を比較・検討した． 
与薬の準備作業を想定した照合作業の実験(第3章)では，先行研究の実験方法を参考に，より現
場の状況を考慮した，労力の少ない手法を検討するため，1人作業のダブルチェックについて実験
した．先行研究の結果とも合わせて考察した結果，1人でも2人作業に近い精度を保つことのでき
る手法があることが分かった． 
照合作業の作業中断を考慮した実験(第 4章)では，中断が頻発する医療現場を考慮し，照合作
業において作業中断がダブルチェックの効果に及ぼす影響を検証した．中断なしの実験結果と比
較したところ，精度・時間共に中断の有無による影響は見られなかったが，作業中断がエラーを
誘発する行動に繋がるという傾向が見られた． 
点滴装置の設定作業を想定した設定作業の実験(第 5章)では，設定作業におけるダブルチェッ
クについて，各手法の効果を考察した．照合作業の結果とも比較したところ，作業の種類により
有効なダブルチェック手法は異なる可能性があることが示唆された． 
ダブルチェックを構成する要素の利点・欠点に，実験結果を合わせることで，現場で取り入れ
られている手法の構成要素や，他の手法と比較した際の利点・欠点を明確にすることができる．
今後は，さらなる作業環境の考慮および，構成要素以外の影響因子の検証が望まれる． 
 
